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このコーナーでは、生活クラブ神奈川が取り組む活動について紹介しています

募
集

報
告

生
活
ク
ラ
ブ
神
奈
川

　
　
　
　
創
立
50
周
年
記
念
企
画

会
津

詳細はHPへ

★
キ
ラ
ラ
賞
と
は
？

　

神
奈
川
県
内
で
、
環
境
・
文
化
・

福
祉
・
国
際
交
流
な
ど
様
々
な
分
野

で
活
動
し
て
い
る
若
者
を
応
援
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
2
件
の
団
体

ま
た
は
個
人
に
贈
呈
。
推
薦
募
集
・

運
営
・
選
考
は
、
生
活
ク
ラ
ブ
神
奈

川
・
福
祉
ク
ラ
ブ
の
組
合
員
と
有
識

者
が
担
っ
て
い
ま
す
。

◉
2
0
2
0
年
度

   

も
り
び
と
N
O
A(

二
宮
町)

エネルギーの生産者紹介をメインに、リユース・平和活動などに
ついて取り上げます。

グッドライフアワード
ホームページで取り組
みが紹介

繰り返し使うから地球にやさしい

使い捨てのプラスチック容器が問題となっている現在。一般家庭から出るごみの約
60%は、容器包装ごみだということを知っていますか？ 生活クラブではごみを減ら
すため「グリーンシステム」 に取り組み、自治体に出すごみの量やCO₂を大きく削
減しています。2020年秋に実施したキャンペーンの結果を報告します。

　
生
活
ク
ラ
ブ
で
は
グ
リ
ー
ン
シ
ス
テ

ム
の
R
び
ん
回
収
率
80
%
を
目
標
と
し

て
い
ま
す
が
、
近
年
は
回
収
率
が
低
迷

し
て
い
る
こ
と
が
課
題
で
し
た
。

　
そ
こ
で
も
う
一
度
組
合
員
の
共
感
を

拡
げ
よ
う
と
、
2
0
2
0
年
9
〜
11
月

に
「
R
び
ん
回
収
率
U
P
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」を
行
い
、ま
ず
は
5
0
0
ml
び
ん
を

対
象
と
し
ま
し
た
。
各
地
域
生
協
で
は

環
境
委
員
会
を
中
心
に
、
機
関
紙
・

ニ
ュ
ー
ス
・
S
N
S
で
発
信
、洗
び
ん
工

場
の
動
画
・
R
び
ん
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
活

用
し
て
、ま
つ
り・企
画
で
ア
ピ
ー
ル
し
、

デ
ポ
ー
フ
ロ
ア
で
の
掲
示
や
回
収
率
の

チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
し
た
。

　
神
奈
川
全
体
で
は
期
間
中
に
5
0
0
ml

び
ん
12
万
6
千
6
0
5
本
を
回
収
す
る

こ
と
が
で
き
、
5
0
0
ml
び
ん
回
収
率

(

4
〜
12
月)

は
、
2
0
1
9
年
度
の

75
％
か
ら
、2
0
2
0
年
度
は
78.
2
％

と
な
り
ま
し
た
。
目
標
の
80
%
に
は
及

び
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
供

給
が
大
幅
に
伸
長
す
る
中
で
、
回
収
率

を
3
%
以
上
伸
ば
せ
た
こ
と
は
成
果
で

す
。
R
び
ん
回
収
の
必
要
性
に
つ
い
て

理
解
が
拡
が
り
ま
し
た
。

まずは気軽に
エントリー(推薦)から!
まずは気軽に

エントリー(推薦)から!

Rびん・牛乳キャップ・ピッキング袋の＼ Rびん・牛乳キャップ・ピッキング袋の／
詳しい返却の仕方はこちらから

　

二
宮
町
で
育
っ
た
20
代
の
メ
ン

バ
ー
で
構
成
。
「
自
然
と
共
生
で

き
る
町
、
二
宮
」
を
目
指
し
、
町

内
の
他
団
体
と
連
携
し
て
休
耕
地

や
棚
田
の
再
生
・
沢
の
復
活
・
維

持
管
理
に
取
り
組
む
他
、
子
ど
も

を
対
象
と
し
た
釣
り
教
室
な
ど
自

然
学
習
会
を
開
催
。
自
然
環
境
の

保
全
活
動
を
通
じ
て
、
S
D
G
ｓ

の
目
標
を
地
域
単
位
で
達
成
し
よ

う
と
活
動
中
。

◉
2
0
1
9
年
度

  

親
切
ダ
ン
ス
カ
ン
パ
ニ
ー

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(

横
須
賀
市)

 8/31( 火 )
エントリー締切

こ
っ
ち
ゃ
こ

こ
っ
ち
ゃ
こ

倶
楽
部

(

か
な
が
わ
若
者
生
き
活
き
大
賞)

Kanagawa  Young  R
ight  A

lternative  L
ivelihood  Award  

　
生
活
ク
ラ
ブ
の
グ
リ
ー
ン
シ
ス
テ
ム
で
使

用
す
る
R
び
ん
は
、何
度
も
回
収
し
て
再
使
用

す
る
こ
と
で
、ご
み
を
減
ら
す
だ
け
で
な
く
地

球
過
熱
化
の
要
因
で
あ
るC

O
₂

の
排
出
も
減

ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。私
た
ち
の『
R
び
ん

に
入
っ
た
も
の
を
選
択
す
る
』
と
い
う
行
動

は
、エ
コ
な
暮
ら
し
に
、環
境
保
全
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。グ
リ
ー
ン
シ
ス
テ
ム
は

『
洗
っ
て
・
返
し
て
・
利
用
す
る
』、
と
て
も
シ

ン
プ
ル
で
誰
で
も
す
ぐ
に
活
動
に
参
加
で
き

る
仕
組
み
で
す
。持
続
可
能
な
未
来
の
た
め
に

も
、こ
れ
か
ら
も
こ
の
仕
組
み
を
利
用
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

横
浜
み
な
み
生
活
ク
ラ
ブ 

増
田 

澄
恵

グ
リ
ー
ン

    

シ
ス
テ
ム
っ
て
？

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で

  

5
0
0
ml
び
ん
回
収
率

　
　
　

     

3
％
U
P
！

少
し
の
手
間
で

　
　
　
　
　

エ
コ
な
暮
ら
し

　 びん回収率UPキャンペーン 　 びん回収率UPキャンペーン 

※
「
会
津
こ
っ
ち
ゃ
こ
倶
楽
部
」

へ
の
参
加
申
し
込
み
は
終
了
し
ま

し
た
。
今
後
の
実
施
内
容
は
神

奈
川
H
P
な
ど
で
報
告
し
ま
す
。

※
「
こ
っ
ち
ゃ
こ
」
は
会
津
弁
で

「
こ
っ
ち
へ
お
い
で
」
と
い
う
意
味

　生活クラブでは容器包装ごみを減らすため、1994年から消費材のびん容
器の規格を数種類に統一し、回収・再利用(リユース)を始めました。現在は、
牛乳キャップ・配達に使うピッキング袋など、プラスチック類の回収・リサイク
ルまで活動が拡がり、この仕組みをGarbage Reduction for Ecology Earths 
Necessity(地球生態系のためのごみ減量)の頭文字から「グリーンシステム」
と呼んでいます。2018年には20年以上にわたって続けてきたこの取り組みが
評価され、第6回環境省「グッドライフアワード 環境大臣賞(NPO・任意団体
部門)」を受賞しました。

★
受
賞
す
る
と
？

「
キ
ラ
ラ
賞
」
と
「
副
賞
50
万
円
」

を
贈
呈
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
贈
呈

実
績
は
50
件
！

　
　
　
　

  

※
団
体
28
件
、
個
人
22
件

★
推
薦
対
象
者

　

神
奈
川
県
内
で
活
動
す
る
若
者

(

30
代
ま
で)

／
活
動
分
野
不
問
／

自
薦
・
他
薦
問
わ
ず
／
過
去
受
賞
団

体
・
個
人
を
除
く

　

世
代
や
障
が
い
を
越
え
た
バ
リ
ア

フ
リ
ー
の
メ
ン
バ
ー
で
構
成
。
月
1

回
、
ダ
ン
ス
や
音
楽
な
ど
色
ん
な
表

現
活
動
を
楽
し
ん
で
い
る
。
「
床
さ

え
あ
れ
ば
ど
こ
で
も
踊
れ
る
」
と
ダ

ン
ス
で
つ
な
が
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

大
切
に
、
誰
も
が
そ
の
場
で
ス
テ
ー

ジ
に
立
つ
素
敵
な
ダ
ン
サ
ー
と
な
れ

る
よ
う
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
兼
ダ

ン
サ
ー
ズ
と
し
て
活
動
中
。

問
い
合
わ
せ
：
政
策
調
整
部　

☎
0
4
5-

4
7
4-

0
9
8
5

(

月
〜
金
・
祝
　
9
時
〜
17
時)

過
去
の
　

過
去
の
　受
賞
者

受
賞
者

　

生
活
ク
ラ
ブ
神
奈
川
は
、

2
0
2
1
年
で
創
立
50
周
年
！

こ
の
記
念
事
業
の
一
つ
と
し

て
、
生
活
ク
ラ
ブ
神
奈
川
で

は
、
生
活
ク
ラ
ブ
で
ん
き
の
生

産
者
／
会
津
電
力（
株
）グ
ル
ー

プ
と
持
続
可
能
な
循
環
型
社
会

に
向
け
て
連
携
協
定
を
結
び
、

様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
津
電
力（
株
）グ
ル
ー
プ

は
、
福
島
県
喜
多
方
市
雄
国
地

域
の
耕
作
放
棄
地
を
借
り
受

け
、
無
農
薬
・
無
肥
料
栽
培
に

よ
る
ブ
ド
ウ
栽
培
・
ワ
イ
ン
造

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ

の
ブ
ド
ウ
畑
で
7
月
よ
り
、
草

取
り
・
防
鳥
ネ
ッ
ト
貼
り
・
収

穫
・
ワ
イ
ン
の
仕
込
み
な
ど
を

行
う
栽
培
体
験
交
流
企
画
「
会

津
こ
っ
ち
ゃ
こ
倶
楽
部
」
が
始

ま
り
ま
す
。
交
流
を
通
じ
て
会

津
と
神
奈
川
と
の
連
携
を
深
め

て
い
き
ま
す
。

お
ぐ
に



くらしに役
立つ生活クラブの

情報をお
届けします♪

問
合
せ

☎045-620-0734（月～金/9：30～18：30）
　  kurashi.support@s-club.coop

Ｗ.Co Lavoriが担う、組合員限定の家事代行サービス「生活クラブ・くらしサポート」。
これまで、くらしサポートを通じて組合員の生活が豊かになっていく例を紹介してき
ましたが、本コーナーは今号で最後となります。最後はくらしサポートへの思いや期
待について、利用者さんにインタビューしました。

デポーが近くにあることは知っていましたが
なかなか入る勇気が湧かず、立ち寄れずに
いました。加入のきっかけは友人に誘われて
参加した、シンプルライフ研究家／マキさん
の講演会。ここならきっと安全で美味しいも
のが購入できるのかな、とその場で組合員
になりました。

横浜北生活クラブの「まちづくりチーム」に参加した
ことで、生活クラブの取り組みが地域とどう結びつ
いて、どこをゴールとしているのかわかってきました。
「誰もが立ち寄れる居場所をつくりたい」と友人と行
っている活動では、デポーの2階を使わせていただ
くことも。私の暮らしに生活クラブはなくてはならな
い存在です。加入のきっかけを教えてください

生活クラブに加入して、
暮らしに変化はありましたか？

レシピといっしょに「ビオサポ」関連
情報（栄養素など）を紹介します。

詳しくはHPへ

家事代行
サービス たすけあいたすけあいくら

しサポ
ートがつなぐ

作り方

作り方

生活クラブ・くらしサポート

切り干し大根とツナのごま酢和え切り干し大根とツナのごま酢和え

● 2019年6月加入

横浜北　霧が丘デポー
武蔵 幸恵さん

2位 豆乳

トースターで焼くだけで、外は
カリッ、中はとろっと柔らかい！
チーズをのせたり、生姜醤油を
かけたり、ネギを散らしたりで
一品に。味噌汁に入れてコクだ
しに、豚汁に……など何でも使
えます♪

1位 生揚げ

お片付け・お掃除・お料理など、組合員限定家事代行サービス

私 と 生活クラブ

大豆ドライパック缶
とにかく便利。そのまま
サラダに、ミネストロー
ネなどのスープにも合
います。もちろん、ひじ
きとの煮物にも！

小分けの量が絶妙で重宝
しています。牛乳代わり
にホットで飲んだり(沸騰
NG！)、味噌汁に入れた
り。味噌汁は味噌の角が
とれて、コクも出てまろや
かになります。子どもたち
もお気に入り！

3位

❶ 切り干し大根はサッと洗いザルにあげる。
人参はせん切りにする。

❶ ひじきは水で戻してざく切りにする。
木綿豆腐は水切りする。ブロッコリ
ーは小房に分ける。

❷ 鍋に多めの湯を沸かし、切り干し大根を
入れて10分煮る。残り1分あたりで人参
を加えて一緒にゆでる。ザルにあげて流
水で冷まし、しっかり水気を絞る。

❸ ボウルに❷とまぐろ缶を汁ごと入れ、★を
加えて和える。

＊ビオサポ：生命を意味する
　「BIO」と「美を」をかけ、生命力にあ
ふれた健康な食生活をサポートして
いく、という意味の生活クラブの造語

ビオサポレシピサイト→

89 2021年 5・6月号 2021年 5・6月号

せんぎり大根(切り干し)… 1袋(70g)
人参………………………… 30g
まぐろスープ煮缶 ………… 1缶
★すりおろし生姜………… 10g
★調理用合わせ酢 ……… 大さじ4
★皮むきいりゴマ………… 小さじ2
★ごま油…………………… 大さじ1/2

材料 (4人分)

情報
ブロッコリーとひじきの白和えブロッコリーとひじきの白和え15分で完成する常備菜

低カロリーでビタミン・食
物繊維たっぷり

ひじき…………… 10g
木綿豆腐 ……… 1/2丁(150g)
ブロッコリー …… 1個
★万能つゆ……… 大さじ1と1/2
★すりごま白…… 大さじ2

材料

便秘や腸の病気・糖尿病・脂質異常症予防に役立つ食物繊維。1日3食のうち、1食
あたり6～7gを摂ることが目標ですが、足りないからとサプリで大量に摂取すると、
下痢を起こして体に必要な栄養素の吸収が妨げられることも……。野菜・豆・きの
こ・海藻などをおかずに取り入れて、無理のない摂取を心がけましょう。

食物繊維、
摂れて
いますか？

デポーに来れば誰かが
いる、誰かに会える ！ 
私にとっても地域に
とっても、大事な場所
だなと思います。

今後に期待することは？

体が不自由になってきた頃、「自分に代わって家事をして
くれるなんて、なんと目の付け所が良いのだろう ！ 」と、
事業展開されてすぐに利用しました。
お掃除に来てくれる方は、同じ消費材を食べている仲間
意識があり話が通じやすく、石けんも使ってくれます。食
べ物だけではなく、こういう事が生活クラブの事業になっ
たことがとても嬉しいです。

「掃除にお金を払うなんて」という考えの方もいるかもしれま
せんが、働いている人には正当な対価を支払う必要があり、
価値ある労働だから当然と、一利用者としては感じています。
今後も新しいメンバーを増やし、たすけあいの精神と W.Co
という働き方を引き継いでもらえたらなと期待しています。

くらしサポート利用歴：４年
生活クラブ加入：1972年
 (生活クラブ神奈川創設期 )

Ｋさん (80代 )
川崎市麻生区

資源循環をテーマにリサイクルショップを担うＷ.Coを立ち上げ、

17年間活動してきたKさん。その後、移動サービスの設立や「グルー

プとも (生活リハビリクラブ麻生の初代委託Ｗ.Co)」に関わってい

ます。「W.Coの働き方は大変で面倒かもしれないけれど、全員が経

営者でやりがいがあり、代わり合える働き方」と実感したそうです。

❷ 耐熱容器に、ひじき・ブロッコリー
を入れてラップをし、電子レンジ

❸ ボウルに木綿豆腐を入れてヘラな
どでつぶしてなめらかにし、❷と★
を加えてよく混ぜる。

(600W)で3分半～4分加熱する。

利用者を増やし、新たなニーズにも応えていける様な持続可能
な事業にしていくと共に、組合員が生み出したエッコロ共済や
生活クラブ共済ハグくみのしくみ、地域の他の W.Co事業につ
なげ、一人ひとりの生活を豊かにしていきたいと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　   (W.Co Lavori　五十嵐 )

インタビューを終えて

くらしサポートを利用したきっかけは？

おすすめ大豆消費材ベスト 3

最終回



『たすけあい』のしくみ

　
生
活
ク
ラ
ブ
で
は
、1
9
8
0
年
代
ま
で
個

別
配
送
が
な
く
班
配
送
の
み
の
形
態
で
し
た
。

受
け
取
り
に
出
ら
れ
な
か
っ
た
組
合
員
の
消
費

材
を
別
の
組
合
員
が
代
わ
り
に
受
け
取
っ
て
破

損
し
て
し
ま
っ
た
時
、お
互
い
に
気
ま
ず
い
気

持
ち
に
な
る―

―

そ
う
い
っ
た
事
例
が
ぽ
つ
ぽ

つ
と
出
始
め
た
と
き
に
、「
た
す
け
あ
い
の
中
で

生
じ
た
事
故
は
、お
お
ぜ
い
の
人
か
ら
集
め
た

お
金
で
何
と
か
し
よ
う
」と
、班
の
中
の
日
常

的
な
た
す
け
あ
い
を
し
く
み
化
し
た
の
が
、

1
9
8
6
年
に
生
ま
れ
た「
エ
ッ
コ
ロ
共
済
」

で
す
。エ
ッ
コ
ロ
共
済
は
お
金
の
給
付
で
は
な

く「
現
物(

ケ
ア)

給
付
」が
基
本
と
な
っ
て
い

ま
す
。困
っ
た
組
合
員
に
組
合
員
が
手
を
差
し

伸
べ
る
、｢

組
合
員
ど
う
し
の
た
す
け
あ
い｣

が

原
則
で
す
。

　
こ
の
し
く
み
は
生
活
ク
ラ
ブ
の
独
自
の
も
の

だ
っ
た
の
で
、社
会
化(

認
可)

に
む
け
て
厚
生

省
や
神
奈
川
県
へ
の
働
き
か
け
を
行
い
ま
し

た
。し
か
し
ケ
ア
を
給
付
す
る
考
え
方
の
共
済

制
度
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
こ
で
手

術
代
な
ど
手
当
金
を
給
付
す
る
現
金
給
付
型
の

共
済
で
譲
歩
し
、「
ス
テ
ッ
プ
共
済
」(

現
：
生
活

ク
ラ
ブ
共
済
ハ
グ
く
み)

が
1
9
9
5
年
に
生

ま
れ
ま
し
た
。そ
し
て
現
物(

ケ
ア)

給
付
の
し

く
み
を
残
す
た
め
に
生
ま
れ
た
の
が
、今
の「
ハ

グ
く
み
ケ
ア(

生
活
ク
ラ
ブ
共
済
ケ
ア
サ
ー
ビ

ス)

」で
す
。

　
ま
た
個
人
化
が
進
み
、ニ
ー
ズ
は
あ
っ
て
も

た
す
け
て
く
れ
る
人
を
探
せ
ず
、利
用
が
難
し

い
エ
ッ
コ
ロ
共
済
の「
生
活
保
障
」を
一
歩
進

め
る
た
め
、
オ
プ
シ
ョ
ン(

特
約)

と
し
て

「
エ
ッ
コ
ロ
プ
ラ
ス
」が
2
0
1
6
年
に
作
ら
れ

ま
し
た
。

エ
ッ
コ
ロ
共
済

困った組合員に組合員が手を差し伸べる“あたたかい給付”

　
組
合
員
ど
う
し
が
知
り
合
い

に
な
り
、
日
常
的
に
た
す
け
あ

え
る
関
係
を
つ
く
り
、
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
を
拡
げ
て
い
く

し
く
み
で
す
。
た
す
け
て
く
れ

た
組
合
員
に
、〝
あ
り
が
と
う
の

気
持
ち
〞
と
し
て
ケ
ア
金
が
組

合
員
の
掛
金
か
ら
支
払
わ
れ
ま

す
。
エ
ッ
コ
ロ
共
済
に
加
入
す

る
と
い
う
こ
と
は
、
毎
月

1
0
0
円
の
掛
け
金
で
、
生
活

ク
ラ
ブ
組
合
員
ど
う
し
の
た
す

け
あ
い
の
し
く
み
づ
く
り
に
参

加
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

⒈ 

活
動
保
障

　
組
合
員
活
動
中
の「
も
し
も
」

の
と
き(

ケ
ガ
、物
を
壊
し
て

し
ま
っ
た
時
な
ど)

の
保
障

や
、
生
活
ク
ラ
ブ
の
行
事
に

参
加
す
る
と
き
に
託
児
を
し

て
も
ら
う
な
ど
の
保
障
で
す
。

⒉ 

共
同
購
入
保
障

　
消
費
材
の
盗
難
・
破
損
な
ど

を
保
障
し
ま
す
。

⒊ 

生
活
保
障

　
自
分
や
家
族
が
病
気
の
時
な

ど
に
、
ち
ょ
っ
と
し
た
家
事

や
消
費
材
の
受
け
取
り
・
デ

ポ
ー
で
の
買
い
物
を
お
願
い

す
る
と
、
お
手
伝
い
し
て
く

れ
た
人
に
ケ
ア
金
が
支
払
わ

れ
ま
す
。

　ケア金は「仲間を助けてくれてありがとうの気持ち」というしくみがあたた

かいですね。3つの保障は、暮らしに寄り添ってくれる身近なお守りです。活

動保障と共同購入保障がよく知られていますが、生活保障もとても優れてい

ます。組合員と家族が病気等の時の支え合いです。近所の組合員に配達の受

け取り、家事も手伝ってもらえたことで、私は退院後に大変お世話になりまし

た。本当に知っていてよかった、知らないとモッタイナイ宝物です。

かわさき生活クラブ理事　熊谷 百合子

生
活
ク
ラ
ブ
共
済 

ハ
グ
く
み

　
組
合
員
が
つ
く
っ
た
た
す
け
あ
い
を「
育
む
」、生
活
ク
ラ
ブ
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
共
済
で
す
。入
院
・
手
術
、ケ
ガ
通
院
な
ど
幅
広
く
保
障
し
、「
出
産
祝

金
」「
退
院
後
・
産
後
サ
ポ
ー
ト
金
」
と
い
っ
た
ハ
グ
く
み
な
ら
で
は
の
保

障
も
あ
り
ま
す
。持
病
の
あ
る
方
で
も
入
れ
る〝
た
す
け
あ
い
の
共
済
〞で

す
。「
組
合
員
や
家
族
の
病
気
や
ケ
ガ
に
備
え
る
手
ご
ろ
な
保
障
が
ほ
し

ハグくみに加入したお気に入りポイントは3つ。

1. 儲け目的ではなく、たすけあいの共済だから。
   (普段の食にも気を使っている組合員のケガや病気に使われる  
    なら良いと思って)
2. 退院後のケアにも使える(移動サービスや掃除等)
3. 1,000円のつもりで、いつの間にか割り戻しが貯まっている。

エ
ッ
コ
ロ
プ
ラ
ス

　
「
エ
ッ
コ
ロ
共
済
で
培
っ
て
き
た
組
合
員

ど
う
し
の
た
す
け
あ
い
を
拡
げ
、よ
り
豊
か

な
地
域
づ
く
り
を
進
め
よ
う
」と
い
う
組
合

員
の
声
で
創
設
さ
れ
ま
し
た
。ち
ょ
っ
と
し

た
手
だ
す
け
を
必
要
と
し
て
い
る
人
と
そ
れ

に
応
え
て
く
れ
る
サ
ポ
ー
タ
ー
を
、地
域
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
つ
な
ぐ
し
く
み
で

す
。
エ
ッ
コ
ロ
共
済
の
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し

て
、プ
ラ
ス
1
0
0
円
/
月
で
加
入
で
き
ま

す
。サ
ポ
ー
タ
ー
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
お

お
ぜ
い
の
賛
同
者
が
加
入
し
、し
く
み
を
支

え
て
い
ま
す
。「
自
分
の
で
き
る
こ
と
で
誰

か
を
支
え
た
い
」「
将
来
の
た
め
に
し
く
み
を

育
て
た
い
」「
た
す
け
て
も
ら
っ
た
経
験
を
次

の
世
代
に
返
し
た
い
」な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
思

い
に
支
え
ら
れ
、た
す
け
あ
い
が
世
代
を
超

え
て
循
環
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　　　　　　　困っている方を見かけたとき、声をかけるか
迷う時がありますよね。そんな方には、エッコロプラスがお勧
めです。毎日どこかで利用者とサポーターが出会い、託児や草
むしりなどのちょっとしたお手伝いがあります。でもそれだけ

組合員が作った“ささえあいの消費材”

さがみ生活クラブ理事
小林 弘美

困りごとを地域の組合員同士で
解決する“しくみ”

湘南生活クラブ理事　中村 園子

でなく、当事者どうしにしかわから
ない言葉など、思いやりの「たすけ
あい」が生まれています。その「た
すけあい」の当事者になれるのが、
エッコロプラスです。私たちが住み
暮らす地域で当事者となって拡げ
ていきましょう。

エッコロ共済ガイドブック
エッコロ共済ハンドブックには、保障の内容や申請方法が
記載されています。ぜひ活用してください。

私
た
ち
の

共
済

たすけあいの社会を実現するために、私たちが長い時間をかけて作ってきた
“たすけあいのしくみ(共済)”。その成り立ちとそれぞれの共済を紹介します。

「エッコロ」はイタリア語で
「はいどうぞ」

困ったときに差し伸べられる
両手を逆さにして、ウサギに
図案化したものです。

history

い
」「
い
ざ
と
い
う
時
に

は
組
合
員
ど
う
し
が

『
お
互
い
様
』
の
気
持
ち

で
助
け
合
い
た
い
」
と

い
う
組
合
員
の
思
い
を

カ
タ
チ
に
し
た
、
生
活

ク
ラ
ブ
独
自
の
「
消
費

材
」で
す
。無
理
の
な
い

毎
月
1
口 

1
，
0
0
0

円
の
掛
金
で
、
万
一
の

際
の
備
え
＝「
安
心
」
を

み
ん
な
で
つ
く
り
ま
す
。

1986年～1995年～ 2016年～

私たち組合員が作った

現在まで給付事例になった
ことはありませんが、この
掛金で心強く暮らしていら
れるのは感謝です。

ハグくみキャラクター

ハグみちゃん（中央）と家族

2021年 5・6月号 2021年 5・6月号11 10

組合員の参加でつくるたすけあいの取り組みを紹介します








